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開催日 検討内容 

Ｒ5.4.17(月) 

Ｒ5.5.30(火) 

事務局会議 

・新旧担当者の引継、懸案事項確認 

・前年度事業進捗評価の確認 

・スケジュールの確認 

・歴まちフォトコンテスト等の周知 

Ｒ5.10.13(金) 

R5.11.8(水) 

事務局会議 

・計画書の軽微な変更内容の確認 

・事業進捗、年間評価の確認 

・協議会日程と議事内容の確認 

・中部歴まちサミット打合せ 

Ｒ6.1.30(月) 

Ｒ6.3.5(火) 

事務局会議 

・計画書の軽微な変更内容の最終確認 

・事業進捗、中間評価内容の最終確認 

・協議会議事内容の最終確認 

・次年度スケジュール等 

 

進捗評価シート                                   （様式１‐１） 

評価軸①‐１ 

組織体制 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

計画の推進体制 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し 

ている内容 

 本計画の推進、実施にあたっては、計画策定時同様に都市計画課・文化財課が事務局を担

い、歴史まちづくり法第 11 条に基づく伊豆の国市歴史的風致維持向上協議会において計画

推進や計画変更、円滑な事業の実施に向けた協議を行い、事業を推進することを基本とする。

計画の推進や事業の実施に際しては、国や静岡県の指導を仰ぎながら、庁内の関係各課との

連絡調整を行いつつ、事業対象となる文化財の所有者や周辺住民等と協議の上、一体となっ

て事業を推進する。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

 計画認定後の事業推進に係る評価機関として設置した、伊豆の国市歴史的風致維持向上協議会から引き続

き意見聴取を行う。内部体制としては、協議会事務局である都市計画課と文化財課の連携を強化し、事業の

主担当部署である建設課や観光文化課との庁内協議を必要に応じて行った。 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

・各部署の事業は、様々な要因が重なり、当初の事業計画との変更が生じて

いる。また、事業調査や資料収集等に時間を要している。 

状況を示す写真や資料等 

 

伊豆の国市‐１  

庁内会議の体制 

事務局：都市計画課、文化財課 

＜コアメンバー＞ 

観光文化課（観光振興部局） 

建設課（都市整備部局） 

文化財課（教育部局） 

都市計画課（計画推進部局） 

庁内会議の開催 

開催日 検討内容 

Ｒ6.3.21(木) ・歴史的風致維持向上計画の軽微な変更

について 

・Ｒ５年度の事業進捗評価について 

・委員意見聴取 

・その他（情報提供など） 

 

歴史的風致維持向上協議会 

事務局会議 
中部歴まちサミット in 名古屋市への参加(令和６年１月) 



進捗評価シート                                   （様式１‐２） 

評価軸②‐１ 

重点区域における良好な景観を形成する施策 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

伊豆の国市景観形成基本計画等との連携 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し 

ている内容 

 本市の景観計画は、豊かな自然と、人々の生業と生活によって培われた歴史や文化によっ

て形づくられ、現在に至るまで伝えられてきた固有の資源を市民共有の財産として捉え、今

後のまちづくりに活かし、伊豆の国市独自の景観形成を進めることを目的として、市域全体

を対象とした方針を位置付けている。計画に位置付けている景観重点整備地区については、

歴史的風致維持向上計画に位置付けた重点区域内に入れ込んでおり、既設の歴史文化資源と

調和するよう景観の向上を目指している。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

 伊豆の国市景観計画に基づく景観計画区域の全域を対象に、届出対象行為に該当するすべての建築・工作

物について、行為の制限を設けた。また、制定した屋外広告物条例では、特別規制地域や普通規制地域を設

けて、広告物や掲出物件の設置に関する基準を明確化し、事業者に対し色彩基準等の啓発を行って屋外広告

物指導事業を推進している。 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

 

状況を示す写真や資料等 

 

 

  自然、歴史、文化、街並み等の多様な景観要素が市域全体に広がっていることから、良好な景観形

成に関する取り組みは市域全体で総合的かつ計画的に進めていく必要がある。このため、景観計画で

は「市域全体」を景観計画区域として設定している。 

 

伊豆の国市‐２  

伊豆の国市景観計画 土地利用基本方針 

景観計画に規定した景観

重点整備地区の範囲 

世界遺産登録を受けた韮山反射炉周辺も含めた範囲を指定した 

田園ゾーン 
まとまりのある農地や集落地から成る、懐かし

さや暮らしの息づかいを感じられる景観を形成

します 

東部山林ゾーン 
箱根山麓から続く山間地の豊か

な自然環境を保全し、人と自然

が織り成す美しい景観を形成し

ます 

丘陵地 

ゾーン 
斜面緑地を保全

し、市街地を縁

取るように見え

る緑豊かな景観

を形成します 

市街地ゾーン 
住宅地を中心とし

た、うるおいと落ち

着きのある、快適な

暮らしを演出する

景観を形成します 葛城山・城山周辺ゾーン 
特色のある自然環境を保全し、レクリエ

ーションの場として親しまれる景観を形

成します 

河川ゾーン 
狩野川とその支

流の周辺につい

て、自然の豊かさ

や親しみやすさ

を感じられる水

辺の景観を形成

します 

中心市街地 

ゾーン 
本市の中心的な

市街地として、風

格やにぎわいを

醸し出す景観を

形成します 



進捗評価シート                                   （様式１‐２） 

評価軸②‐２ 

重点区域における良好な景観を形成する施策 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

「伊豆の国市景観形成基本計画」、「伊豆の国市屋外広告物条例」に基づく 

屋外広告物の適正な維持管理 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し 

ている内容 

 歴史まちづくり法に規定する重点区域として設定した「韮山反射炉・江川邸とその周辺地

区」は、江戸時代の韮山代官所をはじめ長年にわたって、まちの拠点として機能してきた地

区である。史跡韮山反射炉周辺は、「伊豆の国市景観形成基本計画」において、景観重点整備

地区に指定されている。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

 策定した景観計画では、韮山反射炉周辺地区を「景観重点整備地区」（特に先導的かつ重点的に景観形成

を図る必要があると認める区域）として位置付けている。このため、韮山反射炉等と調和する街並み景観の

創出を目的に、周辺の建築物・工作物の高さや形態、色彩等を誘導するとともに、屋外広告物の削減に努め、

形態や意匠について誘導した。また、計画に位置付けた歴史的風致のエリア内の屋外広告物についても、適

正な維持管理が行われるよう継続的に誘導を促した。 

●屋外広告物の改善状況：令和５年度は、是正依頼により自家広告物４件が改善された。また、市職員のパ

トロールにより、未許可の広告物を 13 件発見し、職員による除却、または除却依頼により、10 件の除却

が完了した。 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

 

状況を示す写真や資料等 

 

 

 

 

伊豆の国市‐３  

市内パトロール実績事例（令和５年度） 

除却後 

色あせており内容が確認できな

い看板。警察署の記載が下部にあ

るが、地面にしっかり固着してお

らず安全性の問題もあったため、

その場で除却。 

色あせてほとんど読めない看板。

看板に記載のある設置者に連絡

し、撤去するか申請を出すよう依

頼。結果として設置者による撤去

が完了した。 

消費者金融の看板。看板のついて

いる家の住人にヒアリングした

結果、勝手に設置されていたとの

ことであった。住人の許可を得

て、その場で除却完了。 

除却後 除却後 

 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

自家広告物 27 件 19 件 ５件 ４件 ４件 

野立て看板 26 件 ９件 17 件 ６件 ０件 

改善合計 53 件 28 件 22 件 10 件 ４件 

 



進捗評価シート                                   （様式１‐３） 

評価軸③‐１ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

江川文庫収蔵施設建設事業 

■実施済 

□実施中 

□未着手 

事業期間 平成 30 年度～令和元年度 

支援事業名 文化財保存事業費関係補助金（重要文化財等（美術工芸品・民俗文化財）保存活用整備事業） 

計画に記載し 

ている内容 

 公益財団法人江川文庫が所蔵する重要文化財韮山代官江川家関係資料・重要文化財江川家

関係写真（合計約 39,000 点余）を適切に保存管理するための収蔵施設を建設する。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

 江川文庫収蔵施設は令和元年９月竣工、令和２年 10 月に環境自主検査を行い収蔵に適切な環境であるこ

とが確認された。伊豆の国市は文化財の保存環境整備のための空調設備や虫菌害対策の打ち合わせを通じ

て、江川家資料等の保存管理体制の向上に寄与した。また、令和３～４年度の資料収蔵にあたっては、資料

運搬・収納の補助を行い、資料の保存環境の向上に寄与した。 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

  

状況を示す写真や資料等 

 

 施設概要図 
 

伊豆の国市‐４  

収蔵庫の仕様 

建設地：静岡県伊豆の国市 

    韮山韮山２番地４ 

構造：鉄筋Ｃｏ造、 

   一部鉄骨造２階建 

建築面積：304.38 ㎡ 

延べ床面積：464.19 ㎡ 

環境自主検査の結果            収蔵庫への資料搬入の様子 



進捗評価シート                                   （様式１‐３） 

評価軸③‐２ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

江川邸周辺の歴史的風致形成建造物保全事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 30 年度～令和５年度 

支援事業名 市単独事業 

計画に記載し 

ている内容 

 重点区域である江川邸周辺地区内に点在している歴史的風致形成建造物（韮山稲荷、松山

稲荷、瀬田稲荷、明奉社、星の宮）について、維持保全を図るために、必要に応じ補修及び

修復などを行う。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

 歴史的風致形成建造物の候補を把握するため下記の調査を実施した。 

・平成 29 年９月 20 日、対象建造物の予備調査 

・令和元年 12 月６日、対象建造物の確認調査 

・令和２年度 指定に向けた体制整備について課内で検討 

・令和３年度 江川家年中行事調査報告書を刊行 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

 令和３年６月、これまでの江川家の民族調査の結果をとりまとめた江川

家年中行事調査報告書を刊行した。歴史的風致維持向上計画に記載してい

る歴史的風致形成建造物（韮山稲荷、松山稲荷、瀬田稲荷、明奉社、星の宮）

について、建造物の価値においては、歴史的風致形成建造物の指定基準を満

たすものではないが、江川家の年中行事において使用され、江川邸及び周辺

の風致を形成する重要な要素の１つであるため、今後も継承を補助してい

く。 

状況を示す写真や資料等 

 

令和元年 12 月６日歴史的風致形成建造物候補調査 

調査者：伊豆の国市文化財保護審議委員 

     新妻淳子委員 

調査対象：松山稲荷社、瀬田稲荷社、韮山稲荷社、 

     明奉社、香山寺山門 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      建造物調査 明奉社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    瀬田稲荷社での年中行事の様子            江川邸内建造物配置図 

伊豆の国市‐５  



進捗評価シート                                   （様式１‐３） 

評価軸③‐３ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

史跡韮山反射炉保存修理事業・史跡韮山反射炉整備事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 30 年度～令和９年度 

支援事業名 
文化財保存事業費関係補助金（歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業【史跡韮山反射炉保

存修理】、埋蔵文化財緊急調査事業【史跡韮山反射炉】） 

計画に記載し 

ている内容 

 煉瓦部分の劣化が進行している韮山反射炉本体について、保存修理工事を実施する。史跡

内に所在した製砲工場としての遺構について発掘調査を行い、成果に基づいて史跡整備を実

施する。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

 『韮山反射炉の保存・整備・活用に関する計画』（平成 29 年７月 伊豆の国市）に基づき下記の事業を実

施した。 

(1) 保存修理事業 

 平成 30 年度 韮山反射炉保存修理基本設計の策定、令和元年度 韮山反射炉保存修理実施設計の策定 

 令和２年 10 月１日～令和３年 10 月 29 日 韮山反射炉保存修理工事を実施 

 令和４年度 高所作業車を使用し炉体の目視調査及び写真撮影を実施、月に一度モニタリング作業を実施 

 令和５年度 高所作業車を使用し炉体の目視調査及び写真撮影を実施、月に一度モニタリング作業を実施 

(2) 発掘調査事業 

 令和３年５月 19 日～６月 30 日 韮山反射炉発掘調査を実施、調査結果は現地説明会や展示を行い市民等

に周知 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

『韮山反射炉の保存・整備・活用に関する計画』に基づき実施する。 

※令和元年度から５か年で計画していた発掘調査は、令和３年度調査を以

って休止し、調査結果のとりまとめを行う。令和８年度以降、発掘調査を

再開予定。 

状況を示す写真や資料等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     韮山反射炉発掘調査現地説明            韮山反射炉保存修理工事 

                            工事用足場を使った見学用ルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   韮山反射炉保存修理工事 工事説明会          高所作業車による目視調査 

伊豆の国市‐６  



進捗評価シート                                   （様式１‐３） 

評価軸③‐４ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

無形民俗文化財記録作成事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 30 年度～令和５年度 

支援事業名 市単独事業 

計画に記載し 

ている内容 

 市内の祭礼や伝統行事について調査を行うとともに、記録を作成する。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

 下記事業を実施したことで、市内の民俗文化財の継承に寄与した。 

・江川家の年中行事調査（令和元から２年度）、市内民俗調査（令和２～５年度）を計画 

・令和元年度、民俗学の専門家を調査員に委嘱し、江川家の年中行事の現地調査を 10 回実施 

・令和２年度、民俗学の専門家を調査員に委嘱し、江川家の年中行事の現地調査を１回実施 

・令和３年度、江川家年中行事調査報告書を刊行 

・令和４年度、民俗学の専門家を調査員に委嘱し、原木区三番叟の現地調査を２回実施 

・令和５年度、民俗学の専門家を調査員に委嘱し、寺家区三番叟の現地調査を４回実施 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

 市内民俗調査は、新型コロナウイルスの影響や後継者不足により対象と

なる祭礼行事が中止となる可能性があるため、開催時に調査・記録を実施す

る。 

状況を示す写真や資料等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             寺家区三番叟の様子 

 

 

 

 

    江川家年中行事調査報告書 

     （令和３年６月発行） 

 

 

 編集・発行  市教育部文化財課 

 配 布 先  江川家、江川文庫、金谷区、庁内関係課、 

        県内図書館、県内市町教育委員会、 

        市内公立高校・中学校 他 

 その他周知  市ホームページにて掲載 

伊豆の国市‐７  



進捗評価シート                                   （様式１‐３） 

評価軸③‐５ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

地域に根付いている祭事に対する運営支援事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 30 年度～令和９年度 

支援事業名 市単独事業 

計画に記載し 

ている内容 

 伊豆の国市で培われてきた祭事を維持し、継承していくため、開催支援を始め担い手の確

保や育成を目的に必要な支援を行う。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

 パンフレット「三番叟ガイド」を発行しＰＲを行ったことで、広く周知に寄与した。 

 令和５年度は、神島区のかわかんじょう、田京区・大仁区・三福区・原木区・寺家区の三番叟の奉納を実

施した。 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

 支援を受けられる祭礼の定義について検討を行う必要がある。 

 市費補助金の支出（指定文化財に限る）や各種民間補助制度の案内等、金

銭面での援助も実施する。 

状況を示す写真や資料等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     大仁 大仁神社 三番叟出演者         田京 広瀬神社 三番叟上演の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             原木 荒木神社 三番叟 

 

 

     パンフレット『三番叟ガイド』 

 

伊豆の国市‐８  



進捗評価シート                                   （様式１‐３） 

評価軸③‐６ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

(重文)韮山代官江川家関係資料美術工芸品保存修理等事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 30 年度～（令和５年度）→令和９年度 

支援事業名 
文化財保存事業費関係補助金（国宝・重要文化財美術工芸品保存修理抜本強化事業） 

文化資源活用事業費補助金（美術工芸品美観向上整備事業） 

計画に記載し 

ている内容 

 重要文化財に指定されている「韮山代官江川家関係資料」の書画・古文書・典籍等を適切

に保存・活用するため、保存修理を実施する。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

 江川家資料の保存・活用のために下記事業を実施したことで、文化財の価値の維持に寄与した。 

・平成 30 年度 韮山代官江川家関係資料 保存修理事業 ８点 

・令和元年度 韮山代官江川家関係資料 保存修理事業 ７点 美装化事業 800 点 

・令和２年度 韮山代官江川家関係資料 保存修理事業 14 点 美装化事業 700 点 

・令和３年度 韮山代官江川家関係資料 保存修理事業 ８点 美装化事業 700 点 

・令和４年度 韮山代官江川家関係資料 保存修理事業 ５点 

・令和５年度 韮山代官江川家関係資料 保存修理事業 ６点 

 伊豆の国市は上記の事業について、国県補助事業の事業指導を行った。 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

□計画どおり進捗している 

■計画どおり進捗していない 

 対象資料の選択、年次計画及び公開活用について、所有者と協議を行い継

続的な実施につなげていく。 

状況を示す写真や資料等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     美術工芸品保存修理事業の確認作業 

 

                               令和５年度修理対象資料 

                              御出府中諸書留（文・記 27146） 

 

伊豆の国市‐９  



進捗評価シート                                   （様式１‐３） 

評価軸③‐７ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

史跡韮山役所跡保存活用計画策定事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 30 年度～（令和５年度）→令和９年度 

支援事業名 
文化財保存事業費関係補助金（重要文化財（建造物）保存修理事業、史跡等保存活用計画策

定事業） 

計画に記載し 

ている内容 

 重要文化財江川家住宅を含む史跡韮山役所跡について、適切な保存と維持管理及び活用の

ための方針・手法・現状変更の取扱基準等を定める。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

 計画策定への着手準備として、所有者である江川家及び（公財）江川文庫と史跡、建造物、美術工芸品に

関する打合せを実施し、現状や課題等を確認した。把握を通じて特に緊急性が高い主屋、書院、仏間の屋根

について、令和３年６月に保存修理工事実施の方針を決定し、10 回に及ぶ打合せの結果、令和３年９月から

事業実施に結びつけた。また、令和４年６月に仏間、９月に主屋と書院の屋根の保存修理工事が完了した。 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

□計画どおり進捗している 

■計画どおり進捗していない 

 史跡韮山役所跡には史跡のほかに建造物、美術工芸品が所在している。こ

れらの修理等事業計画と調査しながら、所有者と協議し、史跡の保存活用計

画の策定を行うこととする。 

状況を示す写真や資料等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     重文 江川家住宅建造物保存修理事業（主屋銅板葺解体） 

    協議範囲：史跡韮山役所跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    江川家住宅仏間（屋根修理完了後）        江川家住宅主屋（屋根工事完了後） 
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進捗評価シート                                   （様式１‐３） 

評価軸③‐８ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

史跡北条氏邸跡（円成寺跡）保存整備事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 30 年度～（令和８年度）→令和９年度 

支援事業名 
文化財保存事業費関係補助金（歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業、埋蔵文化財緊急調

査事業） 

計画に記載し 

ている内容 

 史跡内における北条氏邸及び円成寺に関わる遺構の復原・遺構表示などの整備を行い、史

跡が持つ歴史的価値を体感できる空間を整備する。併せて、守山中世史跡群として把握され、

隣接して存在する伝堀越御所跡、願成就院跡の保存・整備についても進める。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

 史跡北条氏邸跡（円成寺跡）の適切な保存・活用のため下記の事業を実施した。 

・令和元年９月 「史跡願成就院跡・史跡伝堀越御所跡・史跡北条氏邸跡保存活用計画」策定 

・令和２年度 「史跡北条氏邸跡整備基本計画」策定、史跡北条氏邸跡暫定整備 

・令和３～５年度 基本設計に向けた検討 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

□計画どおり進捗している 

■計画どおり進捗していない 

 令和２年度までは計画通り進捗しているが、令和３年度以降は、コロナウ

イルスの影響による税収減、市財政状況により整備事業の延期の可能性が

ある。（令和３～５年度は整備事業を見送っている。） 

状況を示す写真や資料等 

 

  守山中世史跡群整備年次計画 

 

前期基本計画期間 後期基本計画期間 

令和２年度 

（2020） 

令和３年度 

（2021） 

令和４年度 

（2022） 

令和５年度 

（2023） 

令和６年度 

（2024） 

令和７年度 

（2025） 

令和８年度 

（2026） 

令和９年度 

（2027） 

令和 10 年度 

（2028）～ 

北条氏邸跡 

（円成寺跡） 

１期 基本計画 基本設計 

 

実施設計→ 

 

基盤整備 

工事 

    → 

実施設計 

 

 

円成寺跡遺

構展示ｴﾘｱ

整備工事 

  

供
用
開
始 

活用事業 

────→    

実施設計→ 

北条氏邸跡

遺構展示ｴﾘ

ｱ整備工事 

    → 

実施設計 

 

 

 

サイン整備 

工事 

２期 

 

発掘調査 発掘調査 発掘調査 発掘調査 
発掘調査 

報告書 
 

後
期
基
本
計
画
策
定 

後期整備 

期間 

────→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    守山整備部会専門委員の現地視察 

伊豆の国市‐11  



進捗評価シート                                   （様式１‐３） 

評価軸③‐９ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

史跡公園整備事業「守山中世史跡群」ＰＦＩ事業 

□実施済 

□実施中 

■未着手 

事業期間 令和４年度～（令和７年度）→令和９年度 

支援事業名 市単独事業 

計画に記載し 

ている内容 

 守山中世史跡群で、歴史・文化を活かしたまちづくりが期待されていることから、計画に

位置付ける歴史的風致の一つとして今後の維持及び活用が求められる区域である。史跡及び

周辺地域での整備・活用について、ＰＦＩ事業の可能性を検討し、その結果を踏まえて史跡

公園を整備する。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

 市では、平成 28 年度に歴史的価値のある文化資源を官と民がパートナーを組んだ事業展開の可能性調査

を行った。調査対象の状況では現時点で相応の収益可能な施設がないことから、コンセッション方式による

事業化は困難であり、コスト削減効果のあるＰＦＩ‐ＢＴＯ方式の導入可能性があるとの結果に至った。そ

の後、対象地域である史跡願成就院跡・史跡伝堀越御所跡・史跡北条氏邸跡（円成寺跡）保存活用計画を令

和元年度に策定した。また、史跡北条氏邸跡（円成寺跡）整備基本計画を令和２年度に策定した。今後、基

本設計を作成する際に、ＰＦＩ事業の導入可能性について改めて検討する。 

 令和３年度は、市が史跡整備の計画を進めている国指定史跡北条氏邸跡（円成寺跡）を４月１日から暫定

的な園路と解説板を整備して一部公開した。また、令和４年１月から放映の大河ドラマ「鎌倉殿の 13 人」

の舞台となる守山西公園は、多くの来訪者が見込まれたため、公園内の補修整備を実施した。 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

 保存活用計画の方針を踏まえ、今後、ＰＦＩ事業の導入に関する収益施設

の設置条件等の課題整理を行い、調整協議する。 

状況を示す写真や資料等 

 

 

 

 

  ～歴史的文化資源の保護から活用へ～ 

   官民連携による事業展開の模索 
 

 

 

 

 

 

   ～活用方針の位置づけ～ 

  具体的な整備の方向性の整理 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               守山西公園展望台からの眺望 

 
 

 

   史跡への園路整備     解説板設置 
 

令和２年度 史跡解説板設置及び整備 

令和３～５年度 ～啓発事業実施～ 

 史跡北条氏邸跡（円成寺跡）一部公開                    遊歩道の改修整備 

伊豆の国市‐12  

平成 28 年度～平成 29 年度 

歴史・文化資源活用手法調査事業民間資金等 

活用可能性調査の実施 

平成 30 年度～令和元年度 

史跡願成就院跡・史跡伝堀越御所跡・史跡北

条氏邸跡（円成寺跡）保存活用計画の策定 

令和２年度 

「史跡北条氏邸跡整備基本計画」策定 

守山西公園 

史跡願成就院跡 

狩野川さくら公園 

史跡伝堀越御所跡 

史跡北条氏邸跡 



進捗評価シート                                   （様式１‐３） 

評価軸③‐10 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

韮山城跡総合調査事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 30 年度～（令和６年度）→令和９年度 

支援事業名 文化財保存事業費関係補助金（埋蔵文化財緊急調査事業） 

計画に記載し 

ている内容 

 現在未指定である韮山城跡の国史跡指定を目指し、その本質的価値を明らかにするため、

総合調査（発掘調査、文献調査、地形測量、縄張調査、古道調査）を実施する。調査につい

ては伊豆の国市史跡等整備調査委員会韮山城跡整備部会委員の指導を受けて実施する。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

 韮山城跡の保存活用のため下記の事業を実施した。 

・発掘調査 令和元年度 本城二ノ丸１箇所、令和２年度 追越山付城跡確認調査 １箇所 

・文献調査 令和元年度 市内２箇所、令和２年度 市内１箇所、令和３年度 市外１箇所 

      令和４年度 市外２箇所 

・地形調査 平成 30 年度 付城跡測量調査 1.07 ㎢ 

・縄張調査 令和元年度 付城跡１箇所 

・韮山城部会開催 平成 30 年度３回、令和元年度２回、令和２年度２回、令和３年度２回、 

         令和４年度２回、令和５年度２回 

・関係資料調査 令和４年度 市外１箇所 

・地権者を対象とした説明会の開催 令和５年度３回 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

 史跡指定や調査事業の実施にあたり、地権者との合意形成を行いながら

実施する。城跡や付城跡の大部分は民有地にあり、関係者間で史跡指定や調

査事業の実施についての共通認識を図り、事前事後に調整を行う必要があ

る。 

状況を示す写真や資料等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     令和５年度 韮山城跡整備部会 

 

 

 

 

 

                        

                               韮山城跡地権者説明会 
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進捗評価シート                                   （様式１‐３） 

評価軸③‐11 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

江川邸と韮山反射炉を結ぶ道路の美装化事業 

□実施済 

□実施中 

■未着手 

事業期間 令和５年度～令和９年度 

支援事業名 市単独事業 

計画に記載し 

ている内容 

 重要文化財江川家住宅と韮山反射炉を結ぶ南北の道で、道路愛称「坦庵公思索の道」と名

付けられている自然豊かな歴史の散歩道にふさわしい景観とするために、周辺の風景に調和

した道路の美装化を行う。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

・令和元年度 道路状況の調査、周辺景観の調査を実施した。また、観光地エリア景観計画との整合を図り

ながら道路景観等の課題を整理し、美装化に向けた整備方法等を検討した。 

・令和２年度 江川邸と韮山反射炉を結ぶ道路の美装化に向けて、整備手法の検討のほか、防護柵や案内サ

イン等の付帯工事の内容を確認し、概算整備費の算出を行った。 

・令和３年度以降 事業実施に向けた予算確保困難であり、優先する他の道路改良及び維持補修事業等を先

行している状況である。 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

 整備延長が長く、事業費が膨大となっている。整備工法の検討等を要す

る。 

状況を示す写真や資料等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 坦庵公思索の道（現状） 
 韮山代官江川英龍ゆかりの江川邸・韮山反射 

 炉界隈の営みにみる歴史的風致（重点区域） 
 

 

                        観光地エリア景観計画 エリア範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 坦庵公思索の道（道路美装化イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      坦庵公思索の道 
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進捗評価シート                                   （様式１‐３） 

評価軸③‐12 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

重点区域における景観を阻害する電柱の撤去・移設事業 

□実施済 

□実施中 

■未着手 

事業期間 令和２年度～（令和５年度）→令和９年度 

支援事業名 市単独事業 

計画に記載し 

ている内容 

 重要文化財江川家住宅を含む史跡韮山役所跡や韮山反射炉の北側では、富士山を望むこと

ができることから、歴史的風致とその周辺の景観を阻害する電柱の撤去や移設を行う。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

・令和元年度 電柱・電線の状況調査の実施（無電柱化範囲の検討、無電柱化手法比較検討、概算事業費算

定及び事業スケジュール等）、また、策定した観光地エリア景観計画との整合性を図りながら景観を阻害

する電柱の撤去・移設事業の推進を検討した。 

・令和２年度 江川邸周辺部の無電柱化に向けて、景観の阻害となる電柱の現況調査を行ったほか、整備手

法の検討と概算整備費の算出を行った。 

・令和３年度以降 事業実施に向けた予算の確保が困難となっている。 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

□計画どおり進捗している 

■計画どおり進捗していない 

 新型コロナウイルスの影響により財政運営が厳しい状況にあり、予算確

保が困難であるため、事業内容及び工法等の見直しが必要である。 

状況を示す写真や資料等 

 

 江川邸北側の電柱等の状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            観光地エリア景観計画 エリア範囲図 

 

 

 

 

 

 

                       周辺の景観形成（江川邸裏門） 
                           韮山代官江川英龍ゆかりの江川邸・韮山反射炉 

                           界隈の営みにみる歴史的風致（重点区域） 

 

伊豆の国市‐15  



進捗評価シート                                   （様式１‐３） 

評価軸③‐13 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

長岡温泉街の中心部を通る道路の美装化事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 令和５年度～令和９年度 

支援事業名 市単独事業 

計画に記載し 

ている内容 

 道路愛称事業で、「温泉場出逢い通り」と名付けられている長岡温泉街の中心部を通る道

路の美装化事業を行う。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

 市では、平成 28 年度より、市道長 215 号線（温泉場出逢い通り）の舗装工事を継続的に実施している。

令和２年度は、未改修となっていた長岡リハビリテーション病院までのＬ＝460ｍの舗装工事を実施し、道

路の美装化を図った。また、道路の美装化に関連して、順大病院前から市役所方面の県道の歩道幅が狭いた

め、歩道拡幅整備を県が実施している。なお、観光地エリア景観計画で位置付けた道路景観等の整備方針に

基づき温泉街に相応しい美装化に向けた整備方法等も検討していく。令和４年度は、温泉場通り及び県道沿

いに設置されている街路灯を温泉街に相応しいデザインのＬＥＤ灯に取り替えた。 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

  

状況を示す写真や資料等 

 

                            温泉街の中心を通る道路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   Ｌ＝460ｍ舗装工事の実施状況 

 

                               温泉場出逢い通り 
                                   伊豆長岡温泉にみる歴史的風致 
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県道 
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進捗評価シート                                   （様式１‐３） 

評価軸③‐14 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

民有地における伊豆長岡温泉活性化に向けたまちづくり・賑わいづくり創出事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 令和元年度～令和９年度 

支援事業名 市単独事業、既存観光拠点の再生・高付加価値化推進事業補助金 他 

計画に記載し 

ている内容 

 歴史ある温泉街の風景として維持し、活用につなげることやアイデンティーの維持形成を

図ることを目的に、温泉街の活性化に向けた建造物の保存等を推進する。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

 令和２年８月設立したエリアプラットホーム「伊豆長岡温泉ミライ会議」は、令和３年３月に「伊豆長岡

温泉未来ビジョン」を策定。「温泉のある暮らし」をテーマに４つのまちづくりコンセプトを設定した。策

定した未来ビジョンを推進していくため、令和３年６月にミライ会議参画団体を中心に「一般社団法人伊豆

長岡温泉エリアマネジメント」を設立。また、伊豆長岡温泉未来ビジョンをもとに同法人と市と協力し「伊

豆長岡温泉観光拠点再生計画」を策定。観光庁補助金「既存観光拠点再生・高付加価値化推進事業」を活用

し、宿泊施設高付加価値化を推進した。平成 27 年度より開催されている温泉場お散歩市も、出店事業者 50

店舗以上となり、運営には高校生ボランティアなどを活用するなど賑わいを見せている。 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

 現在、観光庁補助金を活用し取り組んでおり、令和５年度の申請において

は市内全域から事業者が参画することとなった。引き続き、地域全体の活性

化に向けた取り組み意識を関係者間で共有し、連携しながら主体的に地域

課題の解決に臨む。 

状況を示す写真や資料等 

 〇伊豆長岡温泉目指す姿          〇伊豆長岡温泉未来ビジョンまちづくりのコンセプト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇伊豆長岡温泉場お散歩市の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         （各出典：伊豆長岡温泉ミライ会議資料） 
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進捗評価シート                                   （様式１‐３） 

評価軸③‐15 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

公共サイン整備事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 令和５年度～令和９年度 

支援事業名 市単独事業、観光地域づくり整備事業費補助金 

計画に記載し 

ている内容 

 来訪者の円滑な移動を支援するため、公共サインの統一性の確保を目的に、景観への配慮、

利用者の視点及び国際化に対応した道路案内サイン等を整備する。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

 令和元年度に策定した伊豆の国市観光地エリア景観計画では、わかりやすい誘導案内、景観と調和した統

一的なデザインの公共サインの必要性を示し、市内観光地等の著名地点誘導標識の改修については、静岡県

が定める「しずおか公共サイン整備ガイドライン」に基づくユニバーサルデザインに対応した整備等を進め

ていく。市内の観光施設等に設置されている観光案内板については、周囲の景観と調和するデザインかつ多

言語表記も含めた統一したデザインとし、多量の情報を盤面に記載するのではなく、ＱＲコード等の活用に

よりデジタルツールと組み合わせた板面整備を検討していく。 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

 観光地エリア景観計画においても、わかりやすく景観に配慮した公共サ

イン等のコントロールを位置付けており、既存サインの整理等も含めて適

切に対応していく。 

状況を示す写真や資料等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  今年度改修の誘導標識      今年度改修の観光案内板(大仁駅・田京駅・小坂みかん園) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（参考）県ガイドラインに基づく整備を実施した誘導標識 （参考）多言語表記とした観光案内板 

 ※著名地点の名称の英語表記を統一し、ＪＩＳ規格の   ※周囲の景観と調和するデザインかつ多言語表記も含 

  ピクトグラムを入れ「もてなししずおか“茶”方式」   めた統一したデザインとし多量の情報を板面に記載 

  の対象となる誘導標識は茶色に変更           するのではなく、ＱＲコード等の活用によりデジタ 

                             ルツールと組み合わせた板面整備を検討していく。 

 

   令和４年度実績                 令和５年度実績 

   誘導標識 ２箇所（改修）            誘導標識 ３箇所（改修） 

   観光案内板 ４ヵ所（改修）           観光案内板 ３箇所（改修） 
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進捗評価シート                                   （様式１‐３） 

評価軸③‐16 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

市内民俗芸能・祭典等実施事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 30 年度～令和９年度 

支援事業名 市単独事業 

計画に記載し 

ている内容 

 市の魅力や恰好・歴史資源を生かした民俗芸能や祭典等を開催することによって誘客や歴

史的資源及び伝統文化の継承を促し、観光交流客、宿泊客を増加させ、地域経済の活性化及

び地域活力の向上を図ることを目的に伊豆の国市観光協会が行う次の事業へ補助する。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

伊豆の国市観光協会実施関係 

 令和５年度はコロナ禍が明けたこともあり、時間を短縮することなく開催に至った。来場者数は約３万人

弱であり、コロナ禍以前に比べ遜色ない規模であった。狩野川台風による水難者の慰霊のために開催する韮

山狩野川まつりでは慰霊祭も開催された。 

 鵺ばらい祭は、例年の１日のみの開催ではなく、令和６年１月 27 日、28 日の２日間での開催とし、27 日

には伝承にちなんで弓道大会を、28 日には中学生による鵺の踊り、弓・太鼓や芸者の踊りの披露などを実施

した。 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

 市内民俗芸能や祭典に関しては将来の担い手不足の解消を狙いとして若

年層への情報発信も継続して行う。 

状況を示す写真や資料等 

 

 鵺ばらい祭の様子 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      令和６年１月 27 日（土）弓道大会開催  場所：狩野川リバーサイドパーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      令和６年１月 28 日（日）鵺ばらい祭本祭開催  場所：古奈もみじ公園 
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進捗評価シート                                   （様式１‐３） 

評価軸③‐17 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

市民組織の活動費補助事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成 30 年度～令和９年度 

支援事業名 市単独事業 

計画に記載し 

ている内容 

 「韮山反射炉を愛する会」は、世界遺産「明治日本の産業革命遺産群」の構成資産である

韮山反射炉の遺産価値や江川坦庵公を愛する人が集い、ともに学びその輪を広げることを目

的とした会であり、その活動費を市が補助する。また、韮山反射炉の普及啓発・広報活動を

市と協力して実施している「伊豆の国歴史ガイドの会」等の市民組織を支援する。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

 市民組織活動支援のため下記の事業を実施。 

・補助事業 補助金１団体（韮山反射炉を愛する会） 

・支援事業 活動支援３団体（伊豆の国歴史ガイドの会、外国語ガイドの会、韮山城・早雲公を顕彰する会） 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

 ガイド団体は、既存会員の資質向上、新規会員の加入に課題があり、その

部分で支援を行う。 

状況を示す写真や資料等 

 

●補助事業 

団体名 活動内容 

韮山反射炉を愛する会 
講演会の実施、韮山反射炉教材の作成・販売、俳句と短歌募集・表彰、

韮山反射炉清掃活動。 

 

●支援事業 

団体名 活動内容 

伊豆の国歴史ガイドの会 

市内歴史ガイドに対する支援。市内文化財関係講習会の開催、市職員

が定例会へ出席し文化財の情報周知を行う。 

市広報にて会員募集記事掲載。 

伊豆の国外国語ガイドの会 韮山反射炉ガイドに対する支援。市広報にて会員募集記事掲載。 

韮山城・早雲公を顕彰する会 韮山城跡に関連するイベントの開催支援。市ＳＮＳでの情報周知。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     早雲公を顕彰する会による            伊豆の国歴史ガイドによる 

    韮山城まつりプレイベントの開催         韮山反射炉来場者のガイド活動 
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進捗評価シート                                   （様式１‐４） 

評価軸④‐１ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

文化財調査、指定、保存管理（活用）計画の策定 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し 

ている内容 

 文化財は指定・登録の有無を問わず、本市の歴史と文化を理解する上で必要不可欠なもの

であるため、必要な調査を行い、価値が認められたものについては市指定や国の登録制度の

活用を検討することで適切な保護を行う。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

 令和５年度は、未指定の文化財の把握と、指定文化財の適切な管理のために下記の事業を行った。 

●文化財調査 

 寺家区の守山八幡宮の三番叟調査、既市指定文化財の見直しに伴う調査。 

●文化財指定 

 市指定文化財 守山八幡宮の三番叟 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

 既市指定文化財について、現在の指定基準に照らし合わせて指定内容や

名称の見直しを行う。 

状況を示す写真や資料等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   守山八幡宮の三番叟 舞手の準備の様子         守山八幡宮の三番叟 出演者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   守山八幡宮の三番叟（令和５年 10 月） 
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進捗評価シート                                   （様式１‐４） 

評価軸④‐２ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

文化財に関する普及・啓発の取組、防災訓練の取組、 

民間団体への助成・支援や連携・協力した取組 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し 

ている内容 

・文化財に対する認識を高めるためには、より多くの人々に文化財の存在や理解を促す機会

を提供する普及・啓発の取組が重要である。市内外の人々を対象とする普及・啓発は、案内

板等の設置やパンフレット等の作成・配布とともに、イベントの開催等により実施する。 

・防災教育や訓練は、文化財の所有者等に対して、防災に係る周知啓発と防災教育に取り組

み、文化財防火デーには、各地の消防団や自主防災組織と連携して、文化財施設での通報訓

練や初期消火訓練を実施する。地震対策としては、耐震診断や耐震補強工事の実施など、個

別の災害ごとに必要と考えられる対策を行うことにより、き損・滅失のリスクの軽減を図る。 

・各種団体の多様な活動をさらに活性化させるため、必要な情報提供や人材育成等を積極的

に支援し、地域住民が主体となるような文化財保護活動を進めていく。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

 令和５年度は、住民の文化財への意識の向上と市内外の人々の文化財の認知のために下記の事業を実施し

た。 

・文化財に関する普及 

・啓発の取組（文化財講演会１回、県内世界遺産ＰＲをイベント２回、市民講座１回、歴史まちづくりカー

ドの配布 17,055 枚：2024 年２月末現在） 

・防災訓練の取組（市内文化財施設における防災訓練１回） 

・民間団体への助成・支援や連携・協力した取組、民間団体が実施した取組（文化財保護事業に対する補助

３件） 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

  

状況を示す写真や資料等 

●文化財に関する普及・啓発の取組（令和５年度） 

実施内容 実施日 内容 

火起こし体験学習 4 月～7,9,12 月 学生と対象としたマイギリ式の火起こし体験を実施 

郷土資料館企画展 

5 月 2日～7月 23 日 北江間横穴群及びそこから出土した石櫃を中心に展示 

8 月 5日～10 月 22 日 狩野川台風について古写真の展示とともに解説 

10 月 26 日～1月 21 日 山木遺跡出土の農具と現代の農具を比較しながら展示 

1 月 27 日～4月 25 日 マミヤ写真館寄贈のカメラやレジスター、写真等の展示 

郷土資料館ワークショップ 7 月 27 日,8 月 6 日,8 日 夏休み期間に勾玉づくりとはにわづくり体験を実施 

資料館だよりの刊行 8 月 20 日 狩野川台風に関する特集と郷土資料館の実施事業を掲載 

鋳物づくり体験 7 月 8日,10 月 14 日 
木村鋳造主催で鋳造工程を学ぶホワイトメタルによるキー

ホルダー作り体験を実施 

県内世界遺産ＰＲイベント 10 月 28 日,11 月 25 日 
韮山反射炉の認知度向上のため静岡県中西部商業施設にて

イベントを開催 

韮山反射炉講演会 2 月 18 日 韮山反射炉に関する講演会を開催 

文化財講演会 7 月 22 日 鎌倉北条氏に関するシンポジウムを開催 

文化財の特別公開 4 月 15 日 北條寺文書の特別公開を実施 

文化財市民講座 3 月 2日 市内文化財（北条氏と鎌倉武士）に関する講座を実施 

 

●防災訓練の取組（令和５年度） 

実施主体 実施日 対象文化財 

公益財団法人江川文庫 2 月 22 日 江川家住宅 

 

●民間団体への助成・支援や連携・協力した取組（令和５年度） 

団体名 実施日 内容 

伊豆の国市建設業協会 6 月 20 日 韮山反射炉周辺の清掃活動を実施 

韮山反射炉を資する会、 

伊豆の国歴史ガイドの会、 

伊豆の国外国語ガイドの会 

11 月 11 日 韮山反射炉の清掃活動を実施 

韮山城・早雲公を顕彰する会 11 月 18 日 韮山城まつりプレイベントを開催 
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進捗評価シート                                   （様式１‐４） 

評価軸④‐３ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

評価対象年度 令和５年度 

項目 現在の状況 

文化財の修理事業、文化財の周辺環境の整備事業、防災・防犯に関する事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し 

ている内容 

・所有者・管理者が行う日常的な点検により、文化財建造物の損傷の早期発見に努めるとと

もに、必要に応じて所有者等の意識向上を目的とした適切な助言を行う。 

・文化財の周辺環境は、文化財の価値にも影響を及ぼす恐れがあるため、文化財の保存・活

用を図る上では、文化財だけに措置を講ずるのではなく、その周辺環境を含めて取り組むこ

とが重要である。 

・有形文化財は、火災や地震、落雷、水害、台風等の災害により、き損や滅失する恐れがあ

ることから、個別の有形文化財ごとに防災対策を検討し、被災リスクの軽減を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

●文化財の修理事業 

 重要文化財韮山代官江川家関係資料保存修理事業 

●文化財の周辺環境の整備事業 

 江川家住宅指定文化財管理事業、北条氏邸跡の除草 

●防災、防犯に関する事業 

 文化財防火デーに合わせての防火訓練実施の呼びかけ及び防災訓練の実施 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

  

状況を示す写真や資料等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     修理中の韮山代官江川家関係資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        韮山反射炉ガイダンスセンター文化財防火訓練 

                               （防災機器点検） 
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進捗評価シート                                   （様式１‐５） 

評価軸⑤‐１ 

効果・影響等に関する報道 

評価対象年度 令和５年度 

報道等タイトル 年月日 掲載紙等 

反射炉周辺を美化（建設業協会による奉仕作業） 令和５年６月 22 日 伊豆日日新聞 

反射炉黄色にライト（韮山反射炉のライトアップ） 令和５年７月 10 日 伊豆日日新聞 

鋳物に挑戦 工程多く驚き（鋳物教室の開催） 令和５年８月７日 静岡新聞 

反射炉高さ、れんがの数は（夏休み特別企画「クイズで韮山反射

炉を学ぼう」の開催） 
令和５年８月 13 日 伊豆日日新聞 

韮山城跡歴史聞き歩き（ガイドの会主催 韮山城跡ウォーキング

イベント） 
令和５年８月 20 日 伊豆日日新聞 

４年ぶり三番叟奉納、行列（三福の三番叟の奉納） 令和５年 10 月９日 伊豆日日新聞 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で 

 文化財通信として毎月記事を掲載することで、市内外への周知とともに歴史的資源のＰＲに繋がった。ま

た、祭事やイベントが新聞等のメディアに取り上げられることで、市民の文化財に関する関心が高まった。 

 本市も加盟する中部歴まちでは、今後のアフターコロナを見据え、中部の歴史まちづくりを広くＰＲし、

地域活性に繋げていくため、ＳＮＳを通じた情報発信の投稿を実施した。 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画の進捗に影響あり 

□計画の進捗に影響なし 

  

状況を示す写真や資料等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    広報いずのくに       共済だより しずおか 

    令和５年８月号      Harmony 令和５年７月号 

     文化財通信            表紙 

 

                                伊豆の国市公式インスタグラム 

                                 ７月 13 日 鋳物教室の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 中部歴まちの 

                 インスタグラムの活用 
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進捗評価シート                                   （様式１‐６） 

評価軸⑥‐１ 

その他（効果等） 

評価対象年度 令和５年度 

項目 

住民の意識向上 

計画に記載し 

ている内容 

 本市の文化財は、これまで活用が十分でなかった面もあり、市内外の人々への普及・啓発

についても十分とはいえない状況にある。このため、文化財に対する認識を高めるためには、

より多くの人々に文化財の存在や理解を促す機会を提供する普及・啓発の取組が重要であ

る。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付 

 文化財の存在や理解を促す機会を提供するために下記の事業を実施した。 

・文化財講演会 

・文化財市民講座、出前事業 

・教育機関との連携 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

□計画の進捗に影響あり 

■計画の進捗に影響なし 

  

状況を示す写真や資料等 

 

●伊豆の国市文化財シンポジウム（講演会）参加者数と市民の割合 

年度 実施内容 参加人数 市民参加割合 

平成 29 年 韮山城をめぐる攻防～韮山城を守る攻めるから考える～ 460 人 38.46％ 

平成 30 年 武田信玄来襲!!～三国同盟崩壊と韮山城をめぐる攻防～ 439 人 37.36％ 

令和元年 宗瑞打ち入り茶々丸たいへん 350 人 40.50％ 

令和２年 韮山反射炉世界遺産登録５周年記念講演会 140 人 59.29％ 

令和３年 北条義時連続講座（３回開催） 534 人 58.24％ 

令和３年 韮山反射炉講座（2/20 開催） 120 人 75.00％ 

令和３年 上杉謙信逝く 韮山城が戦場になるのはなぜ？（2/23 開催） 177 人 53.11％ 

令和４年 鎌倉武士 武家文化の「始まり」（6/25 開催） 180 人 52.22％ 

令和５年 北条三代の栄華と夢の跡（7/22 開催） 311 人 40.54％ 

令和５年 描かれたつわものと地下に眠る夢の跡（3/2 開催予定） 120 人 48.0％ 

 

  文化財シンポジウム及び講演会等は、市の歴史の事象や文化財にスポットをあてて年１回程度実施

している。 

  市の歴史文化を理解してもらうため、シンポジウムを通じて市内外に情報を発信している。市民の割

合は 40～50％程度を維持しており、令和２～４年度は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、遠方

からの参加が少なく市民参加割合が高い傾向にあったが、令和５年度にはコロナ禍以前と同様に市外か

らの参加者が６割ほどとなった。 

 

●学校教育との連携 

  韮山反射炉の理解増進及び文化財愛護の精神を啓もうするため、毎年、市内中学校１年生を対象に「韮

山反射炉検定」を実施しており、令和５年度はＷｅｂ方式により実施し、計 342 人が受検した。 

学校名 実施日（期間） 受検者数 備考 

韮山中学校 令和５年 11 月 28 日 152 人 出前講座（11 月 24 日） 

長岡中学校 令和５年 11 月６日 94 人 出前講座（11 月２日） 

大仁中学校 令和５年 11 月 22 日 96 人  
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進捗評価シート                                   （様式１‐６） 

評価軸⑥‐２ 

その他（効果等） 

評価対象年度 令和５年度 

項目 

文化財の保存及び活用に向けた普及・啓発の必要性 

計画に記載し 

ている内容 

 重点区域内に分布する文化財の普及・啓発に係る取組を推進することは、歴史的風致を維

持及び向上させる上でも重要である。普及・啓発の方法としては、訪れる人々の周遊を促す

ためのパンフレット・マップを配布するとともに、普及・啓発のためのイベントを実施する

などして、より身近に文化財を感じてもらう機会を創出する。 

定性的・定量的評価（自由記述） ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付 

 本市の歴史的風致を多くの方々に知っていただくため、韮山反射炉をはじめ市内の歴史資源の情報をＱＲ

コードを通じて入手できる歴史まちづくりカードを希望者に配布している。観光協会が運営する伊豆長岡駅

前観光案内所は、鉄道利用者をはじめ、車で移動する観光客も立ち寄る情報発信の拠点であり、本市の歴史

文化情報の発信は、交流人口の拡大に向けて観光施設と歴史文化施設の回遊性を高めるために必要な周知方

法と捉えている。 

進捗状況 ※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

□計画の進捗に影響あり 

■計画の進捗に影響なし 

 国土交通省中部地方整備局管内の認定都市が連携して、歴史まちづくり

カードを活用したカードラリーを実施した。今後も歴史資源の情報発信ツ

ールの一つとして更なる活用の方法を検討する。 

状況を示す写真や資料等 

 

●来場者数の推移と歴史まちづくりカードの配布状況 

 場所：伊豆長岡駅前観光案内所及び韮山反射炉ガイダンスセンター 

 

年月 
来場者数 

（人） 

配布数 

（枚） 
年月 

来場者数 

（人） 

配布数 

（枚） 

来場者 

前年増減 

配布 

前年増減 

Ｒ４,４月 11,037 359 Ｒ５,４月 10,294 253 ▲743 ▲106 

５月 15,695 321 ５月 13,076 271 ▲2,619 ▲50 

６月 10,500 182 ６月 10,079 229 ▲421 47 

７月 8,464 167 ７月 8,148 302 ▲316 135 

８月 13,478 303 ８月 10,429 374 ▲3,049 71 

９月 9,560 165 ９月 9,259 322 ▲301 157 

10 月 12,159 312 10 月 10,952 341 ▲1,207 29 

11 月 14,336 317 11 月 12,900 188 ▲1,436 ▲129 

12 月 12,115 265 12 月 9,091 514 ▲3,024 249 

Ｒ５,１月 9,726 291 Ｒ６,１月 8,894 474 ▲832 183 

２月 10,060 193 ２月 10,085 167 25 ▲26 

３月 14,263 356 ３月 12,971 311 ▲1,292 ▲45 

合計 141,393 3,231 合計 126,178 3,764 ▲15,215 515 

 

 

●令和５年度の取組 

  市では、韮山反射炉ガイダンスセンターと、伊豆長岡駅前観

光案内所において歴まちカードを配布しており、毎月の配布枚

数を集計している。 

 

●令和５年度の評価 

  令和４年はＮＨＫ大河ドラマが放映されたことで、北条義時

ゆかりの地である伊豆の国市への来訪者が増加した。比較して

大河ドラマ終了後の令和５年度は来場者数は減少傾向にある

が、歴まちカードの配布枚数は増加傾向にあるため、歴まちカ

ードへの関心の高まりが見て取れる。 
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評価対象年度 令和５年度 

・法定協議会等におけるコメント 

 

 
コメントが出された会議等の名称：令和５年度第６回伊豆の国市歴史的風致維持向上協議会 

会議等の開催日時：令和６年３月 21 日（木）14：00～15：30 於：あやめ会館２階会議室 

（コメントの概要）                    

 

【① 組織体制】 

 特になし 

 

【② 重点区域における良好な景観を形成する施策】 

 特になし 

 

【③ 歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項】 

・評価軸③‐５ 現在は、少子化ということもあり活動できていない団体がある。今後は団体へ

の取組に対して、サポート・援助していただきたい。北条義時没後 800 年に当たるため、この

時代のことをもっと広げていってもらいたい。 

 

・評価軸③‐12 重点区域における電柱の地中化は、財政上の理由や民家の事情もあり、非常に

困難を極める。しかし、韮山反射炉から江川邸まで富士山が見える区間の電柱を地中化にする

ような計画を進めてもらいたい。 

 

・評価軸④-１ 願成就院本尊は、2015 年に県の文化財指定を受けた。県に重要文化財指定の推

薦をお願いしたい。願成就院本堂の茅葺屋根も同様に、指定に向けた働きかけをお願いしたい。 

 

【④ 文化財の保存又は活用に関する事項】 

 今後も文化財を活用としたまちづくりや広報を推進していただきたい。 

 

【⑤効果・影響等に関する報道】 

 評価軸⑤-１ 伊豆半島の３つの歴まち認定都市（三島・下田・伊豆の国）の自治体が連携して

観光につなげる取組を実施してもらいたい。 

 

【⑤ その他（効果等）】 

 評価軸⑥-１ 大河ドラマ放映後、鎌倉時代の伊豆の国市への興味・関心が高まっている。引き

続き、鎌倉時代の北条氏をテーマにした文化財講演会を開催してもらいたい。 

 

【全般に関すること】 

 本計画の実施において予算面で難しい場合があるが、事業を延期するだけではなく、実現でき

るところを模索していくべき。 

 

（今後の対応方針） 

・韮山城跡については、令和７年度の史跡指定を目指して準備している。韮山城や北条早雲を多

くの人に知ってもらうため、地域と一緒になって活動する。 

・完了していない事業について、鋭意取り組むとともに、行政の予算に頼ることなく、市民・企

業と共同で歴史的風致を守り継承していくシステムの構築に取り組む。 

・守山中世史跡群及び守山周辺地域の現状を整理し、景観重点整備地区の追加について検討を行

う。北条氏邸跡の整備が遅れているため、改めて PFI 事業などの方向性や整備方法などが動き

出したら検討する。 

・引き続き、多くの方が文化財に興味や関心を持つような文化財講演会などを企画する。 
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